令和２年度 第１回越前町地域公共交通活性化協議会
議 事 録

開催日時：令和2年12月18日(金)

午前10時00分から午前11時50分まで

開催場所：越前町生涯学習センター2階会議室1 
●出席者

・委 員：１９名

（欠席者２名）
・事務局：６名　
●議事概要
　議案第１号　協議会規約の制定について
	
	承認を得た。


議案第２号　協議会役員について
	
	会長、副会長、監査委員（２名）決定した。


　議案第３号　令和２年度事業計画（案）について

	事務局
	事務局より説明

	議長
	通学支援補助やコミュニティバス無料定期券などの事業は、協議会の事業なのか。

	事務局
	協議会の事業には該当しない。予算・執行は町で行う。

	委員
	地域公共交通計画パブリックコメントはどのように実施するのか。

	事務局
	地域公共交通計画（案）を役場窓口、各コミュニティセンターやホームページに載せて、意見をもらう。


議案第４号　地域公共交通計画策定について
	事務局
	日本海コンサルタントより説明

	委員
	コミュニティバスなどの新しい仕組みのプランニングはどこがするのか。

	事務局
	プランニングについては交通計画に基づいて町が作成し、地域公共交通活性化協議会で審議する。

	委員
	公共交通に対する町の負担金を抑えることのできるプランニングができるのか。
町のプランニングをするのはどこか。

	事務局
	予算は圧縮の計画になっている。路線バスの補助金は年々増加しているので未知数な部分はあるが、コミュニティバスの路線整理による歳出の削減と国の補助金の歳入の増加を見込んでいる。
具体的な計画の協議は、町が主体となる。この協議会の他に必要とあれば分科会を実施し進めていく。また、必要とあればこの協議会にオブザーバーとして運行事業者に参加していただく。

	議長
	計画はそれぞれ専門的な調整が必要となる。最終的に決めるのは、この協議会になる。

	委員

	国の支援制度については基本的には可能な限り支援させていただく。この計画自体が国の支援を受けるための計画ではなく、町の公共交通をどうするかという計画との認識はあるが、補助をもらうとなると若干の修正が発生する可能性があることはご留意ください。
計画を策定すると毎年、内容をチェックし次の指標を検討していく場を開催していかなければならない。国の補助を受けると補助金の第三者評価委員会に参加する必要があるため、第三者評価委員会を見据えて評価して欲しい。

	議長
	評価・指標に関して、人口減少や少子化の傾向を踏まえて目標値を設定することに対しては、国として意見はあるか。

	委員
	目標値が、人口減少等のトレンドを下回るのは良くないが、必ずしも上回る必要はない。

	委員

	上位関連計画である第二次越前町総合振興計画の目標指数と地域公共交通計画の評価指数の関係性はどうあるのか。

	事務局
	評価指数は５年前の目標値を変更せずに使用しているため、人口減少傾向等を踏まえていない。目標値は再検討する。

	議長
	公共交通の課題のうち、公共交通の利用促進と住民参加の住民参加はどのような意味をもつのか。

	事務局
	利用者数の増加もあるが、公共交通への理解と考えている。新しい仕組みにより、利用者だけでなく利用されない町民の満足度を上昇させることを目指す。

	委員
	公共交通のカバー率の現況値が平成２７年度になっているのはなぜか。
パブリックコメントの期間はいつか。

	事務局
	公共交通カバー率の現況値は直近の国勢調査の数字である。現在、最寄りのバス停まで３００ｍ以上離れている人口は１０％だ。ドアツードアサービスが実現できると、１００％になる。
パブリックコメントの実施期間については、１２月下旬から１月中旬の約３週間を予定している。

	議員
	パブリックコメントの告知はどうするのか。

	事務局
	町民に広く意見をいただく場として、窓口とホームページでご意見いただきたい。

	委員
	使う人のための計画は良いと思う。テストケースを積み重ねて、本当に使いやすい公共交通にしてほしい。

	議長
	コミュニティバス広域運行とは、どのようなことか。

	事務局
	コミュニティバスの広域運行とは、市町をまたいだ運行のこと。路線バスが運行しない時間にコミュニティバスを運行することで連携共存できないかと考えている。バス事業者と協議してお互い負担がかからないように、今後、検討していきたい。

	委員
	地域主体の新たな地域公共交通の仕組みづくりに向けた検討に、交通事業者の役割分担がない状態のため、できれば参画するとしてほしい。

	事務局
	交通事業者の意見等を無視して事業を実施するわけにはいかない。交通事業者が主体になる可能性もあるため交通事業者を役割分担に追加させていただく。

	議長
	人口減少等のトレンドを踏まえた目標値を再検討し、コミュニティバスの広域化についてと地域主体の新たな仕組みづくりに向けた検討については修正して、パブリックコメントに出すことについて承認してよろしいか。

	
	承認を得た。


5
1

